
※事業見出しのあとの（　　　）は、２０年度の支出額です。

平成20年度の主な社協活動の状況（事業報告より一部掲載）

1.社協の組織運営事業 （7,809万円）

２.地域福祉活動推進事業 （6,538万円）

3.ボランティア･市民活動 （2,542万円）

4.介護サービス事業 （21,019万円）

5.介護予防事業 （4,774万円）

6.公益事業その他事業

●理事会：8回　評議員会：2回　監事監査：2回

●支部地域福祉推進委員会：8回(各支部2回)

●広報紙「こんにちは! 社協です!!」：毎月発行

●一般会員：11,262世帯（一戸：1,000円）

●賛助会員：1,035名　99団体（一口：2,000円）

●善意銀行の払い出し金額25,981千円

●経営検討委員会：6回

●職員人事考課制度の導入と評価

●苦情解決しくみづくりと第三者委員の選任

●自治会別懇談会の開催：
実施自治会：58自治会 延べ1,453名参加（87/157終了）

●自治会福祉連絡会へ支援　福祉委員：679名
小地域福祉活動助成金：149自治会 4,537,050円

●ふれあい活動の推進
サロン：24か所延べ75回 喫茶：128か所延べ642回

●子育て支援事業の推進
赤い羽根人形劇：4会場 延べ423名参加
子育てサロン：25回 延べ1,269名参加
絵本ライブコンサート：91名参加

●当事者支援の取り組み推進
在宅介護者のつどい：43回 延べ343名参加
ひとり暮らしのつどい：13回 延べ463名参加

●生活福祉資金貸付事業
相談：60件　新規貸付：3件(延べ貸付：62件)

●まごころ福祉資金(小口資金)貸付事業
相談：20件　新規貸付：5件(延べ貸付：51件)

●福祉サービス利用援助事業
新規利用：1件　生活支援員派遣数：7回 

●介護用品斡旋事業 延べ利用件数：1,211件

●福祉機器貸出事業 延べ貸出件数：133件

●福祉総合相談事業の実施 心配ごと相談：97件
無料法律相談：34件　介護福祉相談： 414件

●結婚相談・出会いサポートセンター事業
結婚相談件数：175件　結婚成立件数：6件
センター登録：団体会員14　個人会員34　協賛団体7 
男性セミナー：3回　女性セミナー：2回
カップリングパーティー：3回　カップル13組成立

●短期里子受入事業　里子受入：93人　受入家庭：84件

●共同募金配分金：9,555,000円
配食・移送サービスの一部/広報発行経費の一部/子育てサ
ロン/ふれあいコンサート/赤い羽根児童劇/福祉映画会 など

●共同募金運動への協力

●歳末たすけあい運動の推進
特別給食：796件 雪かき：194件
社協カレンダーの配布：717件　サンタクロース派遣：7回
歳末ふれあいコンサート：4会場 延べ322名

●福祉教育指定校の指定：市内小・中・高校31校
福祉体験教室：68教室 延べ1,969名参加
トライやるウィーク：2校 延べ6名受入れ

●アクティブシニア応援助成事業
青春のフォークコンサートパート2：250名参加
団体助成：グループ立ち上げ4団体、地域づくり4団体（助成総額1,585千円）

●各種福祉団体の活動支援（団体事務局として）
老人クラブ、身体障害者福祉協会、婦人共励会、
手をつなぐ育成会、遺族会、傷痍軍人会

●第2回宍粟市地域福祉のつどい：350名参加

●第1回宍粟市チャリティゴルフ大会：113名参加

●災害救援マニュアル携帯版：200部

●登録ボランティア数：153グループ（2,232名）

●ボランティアのコーディネート　活動相談：2,926件
依頼1,042件　成立2,174件　延べ9,161人活動

●ボランティア教室等の開催状況
ボランティア入門教室：9教室　延べ228名参加
ボランティア養成講座：5講座　延べ461名参加
サマーボランティア体験：15教室　延べ318名参加

●グループ運営の支援
ボランティア活動助成金：120団体　2,672,000円

●ボランティア災害共済：179団体　延べ2,441名加入

●宍粟市ボランティアのつどい：120名参加

●1.17ひょうごメモリアルウォーク：44名参加

●宍粟市福祉支援ネットワーク連絡会：5回開催

●居宅介護支援事業（4事業所）
収入4,245万円、支出4,384万円

●訪問介護事業（4事業所）
収入7,414万円、支出7,297万円

●通所介護事業（1事業所）
収入7,487万円、支出6,856万円

●訪問入浴介護事業（1事業所）
収入1,495万円、支出1,923万円

●障害福祉サービス（居宅介護）
収入609万円、支出559万円

●生きがい活動支援通所事業「お達者クラブ」
実施回数：515回　延べ利用者数：12,805名

●地域自立生活支援事業「配食サービス事業」
実施回数：321回　延べ配食数：15,857食
調理ボランティア：2,487名　配食ボランティア：3,579名

●生活管理指導員派遣事業「訪問型介護予防」
利用件数：46件　利用時間：50時間

●敬老会事業（市補助事業）　延べ参加者：3,229名

●移送サービス事業（公益事業）
外出支援（市補助事業）：延べ利用回数12,026回
福祉有償運送事業：延べ利用回数1,031回

●葬祭用具貸出事業（公益事業）　延貸出件数：3件（波賀）

●駐車場経営事業（収益事業）
山崎町中広瀬の土地を駐車場として活用し賃貸料金を収納

介
護
事
業
の
減
収
減
益
も
影
響

介
護
事
業
の
減
収
減
益
も
影
響

　

宍
粟
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、５
月
28
日
第
12
回
評
議
員
会
を
開
催
し
、平

成
20
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、事
業

活
動
収
支
と
経
常
収
支
で
昨
年
度
以
上
の
赤
字
を
計
上
。こ
れ
は
介
護
事
業
分

野
の
減
収
減
益
が
大
き
な
要
因
で
す
が
、今
後
の
社
協
活
動
を
大
き
く
見
直
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

収
入
で
は
、介
護
保
険
収
入
が
前
年

度
比
２
％
減（
四
百
万
円
）と
な
り
、収

支
差
額
で
△
九
百
十
五
万
円
の
減
益
と

な
り
ま
し
た
。ま
た
こ
れ
に
加
え
市
補

助
金
が
五
百
万
円
削
減
、社
協
単
独
事

業
の
事
業
収
入
も
百
三
十
四
万
円
の
減

収
、善
意
銀
行
と
共
同
募
金
配
分
金
も

合
わ
せ
て
百
二
十
六
万
円
の
減
と
な
る

な
ど
前
年
度
に
比
べ
軒
並
み
に
減
収
と

な
り
ま
し
た
。

　

支
出
は
、人
件
費
、事
務
費
、事
業
費

と
も
に
前
年
度
並
み
に
抑
制
し
ま
し

た
が
、全
体
と
し
て
収
入
減
が
影
響

し
、単
年
度
収
支
で
千
十
六
万
円
の
赤

字
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
内
部

留
保
が
一
定
額
あ
る
た
め
、当
期
末
の

繰
越
活
動
収
支
差
額
で
は
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、危
機
的
な
状
況
に
は
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

監
事
か
ら
は
、「
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
収
支
差
額
は
合
わ
せ
て
△
千
五

百
万
円
で
あ
り
、次
年
度
の
収
支
差
額

は
、大
幅
な
補
助
金
の
削
減
で
介
護
報
酬

改
定
に
よ
る
増
額
を
見
込
ん
で
も
五
百

万
円
の
赤
字
は
避
け
ら
れ
ず
、今
年
度
の

赤
字
を
加
え
る
と
二
千
万
円
の
赤
字
と

な
る
」と
い
う
監
査
指
摘
を
受
け
て
お

り
、こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
け
ば
、赤
字

が
増
え
危
機
的
な
状
況
と
な
り
ま
す
。

　

社
協
の
主
要
事
業
で
あ
る
地
域
福

祉
事
業
は
、収
益
を
生
み
出
す
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
こ
で
の
支
出
を

ど
れ
く
ら
い
抑
制
で
き
る
か
が
大
き
な

鍵
と
な
り
そ
う
で
す
。善
意
銀
行
預
託

金
と
共
同
募
金
配
分
金
が
年
々
減
少

し
て
い
る
状
況
を
重
く
受
け
止
め
、地

域
福
祉
事
業
へ
の
支
出
を
収
入
財
源
に

見
合
っ
た
も
の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。し
か
し
、地
域
福
祉
は
、今
後

ま
す
ま
す
大
切
な
活
動
で
あ
り
、大
幅

な
見
直
し
は
住
民
福
祉
の
低
下
を
招
く

こ
と
と
な
り
、最
低
限
必
要
な
財
源
を

確
保
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。人
件
費
に
つ
い
て
も
今
年
度
は
賞

与
を
0.4
月
減
額
す
る
な
ど
昨
年
度
に
比

べ
大
き
な
抑
制
を
か
け
て
い
ま
す
が
、

地
域
福
祉
関
連
の
人
件
費
に
つ
い
て
も

事
業
同
様
、大
幅
な
削
減
は
、福
祉
の
低

下
を
き
た
す
こ
と
と
な
り
、効
率
的
な

人
事
労
務
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
ら
事
業
の
見

直
し
は
、①
事
業
成
果
②
事
業
範
囲
③

事
業
成
果
に
合
致
し
た
事
業
活
動
④
事

業
コ
ス
ト
の
見
直
し
に
よ
る
方
法
論
等

の
各
分
野
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ

り
、こ
れ
ら
は
、今
月
か
ら
開
催
す
る

「
第
２
期
経
営
検
討
委
員
会
」に
反
映

さ
せ
検
討
を
行
う
予
定
で
す
。

20
年
度
決
算
状
況

募金の減少と
補助金削減で
きびしい社協経営
社協事業のスリム化と大幅な見直しが必要

平成20年度  事業・決算報告より

第12回評議員会（一宮保健福祉センターにて）
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